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平成 28 年度 第 4 回長崎県がん診療連携拠点病院研修会 
（アンケート調査結果） 

 

開催日 平成 29 年 1 月 11 日（水） 

時 間 19：00～20：30 

場 所 長崎大学病院 第 3 講義室 

出席者 47 名 ・ 回答者 27 名 

出席者の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～今回の講演の内容について～ 

 特別講演「がんサバイバーの QOL：がん治療と生殖機能～女性での妊孕性温存を中心に～」 

① よかったところ 

・仕事で途中からの聴講となりましたが、たいへん分り易い話でした。（医師） 

・ゆっくりとした口調でわかり易く説明していただけた（医師） 

・身近に相談できる先生がいらっしゃるとわかった。がん生殖についてわかりやすく説明して下さり 

 理解しやすかった。（医師） 

・あまり考えた事のない領域だったが新しい知識が得られた（医師） 

・スクリーニングの意識がめばえた気がします。（医師） 

・大事な妊孕性の話を聞けて良かった。今までほとんど認識してない領域でした。（医師） 

・非常にわかりやすい。ためになった。（医師） 

・基本的な知識から実際のところまでていねいにご講演いただき、たいへん良かったです。（医師） 

・まったく情報がない分野について知れた。（医師） 

・がん生殖医療についての知識を得ることができました。（看護師） 

・長崎大学で妊孕性の活動ができると知りませんでした。参加して良かったです。（看護師） 

・ がん治療を受ける患者への情報提供ができるような知識を得ることができた。（看護師） 

・ほとんど知識のない分野でしたので勉強になりました。（看護師） 

  大学病院 みなとﾒﾃﾞｨｶﾙ 

ｾﾝﾀｰ市民病院 

佐世保総合 

医療ｾﾝﾀｰ 

諫早 

総合病院 

合計 

医師 15 名 0 名 0 名 0 名 15 名

薬剤師 1 名 0 名 0 名 0 名 1 名

看護師 18 名 2 名 2 名 2 名 24 名

MSW 2 名 0 名 0 名 0 名 2 名

放射線技師 2 名 0 名 0 名 0 名 2 名

事務職員 2 名 0 名 0 名 0 名 2 名

その他 0 名 0 名 0 名 1 名 1 名

合計 40 名 2 名 2 名 3 名 47 名

施設名 

 

職名 
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・妊孕性について、ここまで詳しく聞いたことはなくて大変勉強になった。年齢が関係すること、 

 抗がん剤の種類によってリスクが違うことなどを知りました。（看護師） 

・新たな知識が得られ、今後化学療法を受ける AYA 世代の患者への意識が深まった（看護師） 

・とても興味のある内容で、わかりやすかったです。相談できるところが院内にある事を知れて 

 よかったです。多職種で連携し、院内のネットワークができればと思っています。（看護師） 

・理解しやすい内容で、知識を深めることができた。対象となる患者さんに対応できるかなぁと 

 思いました。（看護師） 

・若い癌 Pt さん達にどんどん広がって、妊孕性をぜひ温存して欲しいです。（看護師） 

・私も同じ女性として、病気になった時に子どもをあきらめたくないと思うので、このような 

 技術があることを伝えていくのは大事ですばらしいことだと思います。（看護師） 

・自分の将来などにも十分可能性があることなのでとても興味深かったです。（看護師） 

・解りやすかった。AYA 世代のがん患者に希望を持たせることができる話が聞けて良かった。（看護師） 

・癌の疾患になっても妊娠できる事はすばらしい（看護師） 

・現状のがん Pt の不妊治療について聞くことができてよかった。（看護師） 

・若年がん患者の妊よう性温存の実際が知れてよかった。（看護師） 

・がん治療と生殖医療の現状を知ることができました。（看護師） 

・がん治療に従事する者として、知っているべき知識が得られました。（放射線技師） 

・妊孕性についてとてもよく分かった。まず告知後、癌患者に温存に対して興味があるか、一言 

 たずねることを明日から行いたい。（臨床心理士） 

 

 

② 気になったところ 

・良性疾患でもどのような疾患が対応となるのかという所（医師） 

・具体的にどのように説明して、どの様に動くべきかの話が少なく、基礎的な話が多すぎた印象 

 でした。（医師） 

・患者さん側への広報活動が大切だと思いました。（看護師） 

・泌尿器の患者さんも若い方が多いので、長崎大学でできるようにお願いしたい（看護師） 

・主治医へ相談して、カウンセリングまで持っていけるか、主治医の受け入れ（Ns から言われること 

に）対応してもらえるか気になった。（看護師） 

・今のところ健康ですが、そもそも年齢的に自分の妊孕性がほぼ残ってないこと、わかっては 

いましたが、先生の話を聞いて更に確定しがっくりきました。（看護師） 

・化学療法製剤によって妊よう性に影響をもたらすし、またリスクの違いがあることに驚きました。 

（看護師） 

・倫理的な問題が多くふくまれていること、地域差が大きい現状（看護師） 
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③ 講演に対する要望 

・せめて 60 分以内にしていただいた方が良いです。ポイントを絞って頂いた方がよいかもです。 

 （北島先生の講演自体は素晴らしい内容でしたが。）（医師） 

・とても参考になりました。情報ありがとうございます。患者様に情報提供させてもらいます。 

（看護師） 

・わかりやすかったです。（看護師） 

・時間の関係でとばしたところがあったが、また詳しく聞きたいのでもう一度このテーマで講演が 

 あれば良いなと思う。（臨床心理士） 

 

 

次回の講演で希望すること 

・今のように、大学病院内で平日夜がいいです（医師） 

・男性の生殖機能維持についての話も聞きたいです。（医師） 

 

 

がん診療センターに対するご要望があれば教えて下さい 

  ・いつもご苦労様です（医師） 

 


